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延髄以上の勝目光運動中枢の位置決定及びその相関関係，線維連絡解明のための研究の一環として，猫中

脳跨}j':ft運動抑制領域よりの下降経路探究並びに橋脳吻側部の臆脱運動抑制領域の究明を行なったロ

〔方法並びに成績コ

実験 1 無菌的操作により ， J点j出iの尿道内にネラトン氏カテーテルを挿入し，その他端に水柱圧力計，

キモグラフを接続して臆脱内圧を測定，描記させ，次いで開頭後，大脳後頭葉を前外万に圧排し，骨性天

幕前面に沿って中脳背面より微小電極を刺入し， 50 CjS , 10 msec, 0.7""-'2.5 Volt，短形波の電気刺激を

行った。唯一回の刺激により腸脱弛緩反応乃至は，自発収縮抑制反応を得た時は，その刺激部位に直流通

電により電気的小焼灼を加え， 12""-'21 日間生存させた後，その脳幹および脊髄の Marchi 染色を行い，刺

激部位よりの変性線維を追求した凸 7 例においてこの実験に成功したが，それらの電気的傷害部位は，い

ずれも小山の実験で示されたととし上丘中央部より下正中央部の高さで，下丘核腹側部およびこれに接

した被蓋網様織の背外側部を中心に，下丘核内側縁，被蓋網様織中心部にわたる範囲内にある。この部位

よりの変性線維は，上行性として， ヒ丘交連を通り，反対側の内側肱状体およびその周囲に終末するもの

と，傷害部より外側に向って，同側の内側膝状体附近に終る少数の線維を認める。一方下行性線維として

は，下丘核腹外側部より被蓋辺縁部を腹側に下行し，橋核外側部に達する視蓋橋路(Tractus tectopontinus) 

と，この走向途中より別れて，橋|吻側部の被蓋網様織腹外側部に至る視蓋網様織路 (Tractus tectoreticulｭ

aris) とが，常に認められたの 尚，中脳l吻側部以上を除脳した猫でし中脳刺激による跨脱抑制反応を多

数認めているので，この場合の蹄脱抑制反応に，上行性線維が，直接関与している可能性は少いものと考

えられる。

実験 n :実験 I と同様に蹄脱内圧を測定，描記できるようにした後，大脳並びに小脳を除脳し，巾脳お
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よぴ橋の背面より直接刺激電極を刺入し，また，他の例では除脳せずに，小脳外側部を持上げ，橋の背外

側より電極を刺入し，あるいは，口腔内より頭蓋庇を聞き，橋の腹側より電極を刺入し，それぞれ実験 I

と同様の条件で電気刺激を行なったのこの刺激により，勝脱地緩反応乃至は自発収縮抑制反応を得た時は，

その刺激部位に電気的小損傷を作り，その脳幹の 50μ 連続切片，八代髄鞘染色法によって，刺激部位を確

認した結果， 46点の腸脱弛緩乃至自発収縮抑制反応点を得た。その範囲は，下丘尾側半より僑尾側部の高

さにまでわたり，主に，橋吻側部の橋核外側部および網様織腹外側部に最も密集する{傾頃向があるつ下丘で

は， 中脳跨脱抑制領域 lにこもな-

にまで散在してししい'\、るつ腸脱弛緩反応点と収縮抑制反応点との間には，大きな差異を認めないが，腕日光内 H=:

が高く， !民脱の緊張が強い時には，弛緩反応が出現しやすいっ電気刺激開始より勝脱反応が起るまでの潜

時は， 1""'-'4秒間で，電気刺激を中止してから， 0.5""'-'5.0秒後に腸脱内圧の上昇が起り始め，刺激前の臆脱

内圧以上に，一時的に高まる傾向のあるものが多かったっこれら勝脱抑制反応が発現する際，瞳孔の散大

を伴う例もあったが，縮瞳を認めた例はなかったョまた，時には，四肢硬直，呼吸促迫を伴うこともあっ

たが，この副反応が強く，臆脱抑制反応の不完全な例は，除外したっ

〔総 括コ

成熟狛の中脳臆脱運動抑制領域よりの下降線維を Marchi 法で追跡し，また他方，橋脳各部の電気刺激

を行い，次の結果を得Tこっ

(1) 上任尾側部より下丘吻側半の高さで，下丘核内側縁並びに腹側縁およびこれに接する被蓋網様織の

背外側部に存在する中脳腸脱弛緩乃至は自発収縮抑制領域よりの下降線維は，視蓋橋路または視苦網様織

路によって，橋吻側部の高さの同側橋核外側部ま t;は網様織腹外側部に終末するゥ

(2) 橋吻側部の跨脱運動抑制領域は，橋核外側部および網様織腹外側部に限局し，これよりの下降経路

は内側へ向い，さらに下部跨脱運動中枢と連絡するものと思われる。

論文の審査結果の要旨

さきに小山は，中脳における腕脱運動抑制領域の位置を確定したが， Ii永は一回刺激により蹄脱弛緩反

応を確認せる後，その部を電気的に破壊し，その猫を12 日 ""'-'21 日間生存せしめ，この領域よりの下降性経

路を Marchi 法により追求して，橋脳に至るを確認するとともに，その終末する橋脳領域の電気刺激が，

勝脱を弛緩し，あるいは，腸脱収縮を抑制するかを検し，次のごとき結果を得fこっ

(1) 猫の中脳臆脱運動抑制領域よりの下行性変性線維は視蓋橋路および視蓋網様織路によって，橋脳吻

側部の高さの同側橋核外側部並びに網様織腹外側部に終末する。

(2) 猫の吻側橋脳の高さで，橋核外側部あるいは被蓋腹外側部の電気刺激で，腕脱の弛緩または自発的

跨脱収縮の抑制を記録できる白

以上の実験的研究は，勝脱機能の解明に貫献するところが，少くないと思うの
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